
＜今後のスケジュール（案）＞ 

-----------工事期間は H25 年度～H27 年度の 3ヵ年を予定していますが、地元調整や 

       下水道工事との調整などにより変更となる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜道路の利用状況＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
27
日
（
月
）
隠
岐
合
同
庁
舎
６
階
大
会

議
室
に
て
、
「
第
三
回
県
道
池
田
中
町
線
を
考

え
る
会
」
を
開
催
し
、
３
回
に
わ
た
り
実
施
し

た
地
域
の
方
と
の
意
見
交
換
会
の
状
況
お
よ

び
集
約
し
た
意
向
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と

も
に
、
「
考
え
る
会
」
と
し
て
の
検
証
を
行
い

ま
し
た
。 

３
回
に
わ
た
る
意
見
交
換
会
で
集
約
し
た

地
域
の
方
の
意
向
は
、
【
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
維
持
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
拡
幅
を

行
わ
ず
、「
歩
車
共
存
道
」
と
し
て
の
整
備
を 

目
指
す
。】
と
い
う
も
の

で
し
た
。
「
考
え
る
会
」

で
は
、
そ
の
意
見
交
換

会
で
の
地
域
の
意
見
を

尊
重
し
、【
池
田
中
町
線

を
「
生
活
道
路
」
と
し

て
位
置
付
け
、「
歩
車
共

存
道
」
と
し
て
の
整
備

を
目
指
す
】
こ
と
を
、

島
根
県
お
よ
び
隠
岐
の

島
町
へ
提
案
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

【お問い合わせ先】  島根県隠岐支庁県土整備局 企画調整スタッフ 

ＴＥＬ：２－９７６３ （担当：永見） 

「県道 池田中町線」

4
H25 年
6 月 

第   号
池田中町線 かわら版 

みんなで 

地域の道路を 

考える 

第
３
回 

考
え
る
会
で
の
議
論-

-
-
-
-
- 

【
側
溝
整
備
に
つ
い
て
】 

側
溝
が
整
備
さ
れ
、
蓋
の
上
ま
で
利
用
範

囲
が
広
が
る
こ
と
で
、
道
路
が
広
が
っ
た

感
覚
と
な
る
の
で
、
速
度
抑
制
の
た
め
に

は
外
側
空
間
を
強
調
し
た
色
や
形
に
す

る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。 

【
交
通
量
を
減
ら
す
仕
掛
け
に
つ
い
て
】 

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
の
交
差
点
か
ら
南
の
方

へ
進
入
す
る
車
の
量
を
減
ら
す
た
め
、
特

に
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
の
交
差
点
で
違
和
感

を
演
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

【
環
状
道
路
の
信
号
連
携
に
つ
い
て
】 

歩
車
共
存
道
と
し
て
整
備
し
、
な
お
か
つ

信
号
連
携
に
よ
り
赤
信
号
で
何
回
も
止

ま
る
こ
と
が
な
く
な
れ
ば
、
む
し
ろ
環
状

道
路
の
方
が
早
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

環
状
道
路
へ
の
迂
回
の
呼
び
か
け
も
重

要
で
あ
る
。 

【
照
明
に
つ
い
て
】 

県
道
で
多
く
み
ら
れ
る
車
の
た
め
の
明

る
い
照
明
灯
は
必
要
な
く
、
生
活
道
路
と

し
て
人
が
歩
く
の
に
差
し
支
え
な
い
程

度
の
灯
り
が
ほ
し
い
。 

今
後
は
、
７
月
あ
た
り
か
ら
測
量
を
実
施

し
、
詳
細
設
計
の
中
で
、
地
元
の
み
な
さ
ん

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

 
 
 
 

「
県
道
池
田
中
町
線
を

考
え
る
会
」
開
催 

第 3回 

提
案

※
歩
車
共
存
道
と
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
の
サ
ー
ビ
ス

を
優
先
し
、
自
動
車
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
限
定
す
る

道
路
の
こ
と
。 

松田隠岐の島町長への提案（6月 12 日） 和田隠岐支庁長への提案（6月 10 日） 

「
県
道
池
田
中
町
線
を
考
え
る
会
」

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
尊

重
し
た
道
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
隠
岐
支
庁
長
と
隠
岐
の
島
町

長
に
提
案
し
ま
し
た
。

提
案
内
容
中
面
参
照 

地
域
の
意
見
を
尊
重
し

 
 
 

「
歩
車
共
存
道
」
で
提
案

隠岐支庁県土整備局からのお知らせ 

H25 年 7 月 H25 年 9 月 H25 年 12 月 H26 年 1 月 

測
量
開
始 

詳
細
設
計
開
始 

設
計
内
容
決
定 

「
歩
車
共
存
道
」
工
事
着
手 

かわら版 

意見 

交換会① 

意見 

交換会② 



県道池田中町線「中町工区」住民の意見を反映した“みちづくり”に向けての提案 
 

 
 
 

地区の人が安心して歩ける生活道路とするために―――「県道池田中町線を考える会」 

検討の経緯 
 
 
 
 
 
 
 
 

検討の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見交換会での意見 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県道 池田中町線を考える会 名簿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

島根県では昭和 37 年に、県道池田中町線の一部を、都市の
健全な発達と秩序ある整備を図るために拡幅・改良を行う都市計
画道路（中町中條線および中町東町線）として位置づけました。 

しかし、社会情勢の変化や周辺道路の整備による環境の変化
から、現在でも当該区間は未改良で整備されておりません。 

この未改良の区間について、「地域にとってどのようにすればよ
り良い道路となるのか」、今後のあり方を検討することとしました。 

平成 24 年 12 月 5 日に設立した「県道 池田中町線を考える
会」は、地元関係者、隠岐の島町関係者、島根県関係者で組織
し、基本的な考え方を調整する場として 3 回開催しました。この
間、地区内外の人々がこの道をどれくらい利用し、どのような意
見をお持ちか把握するため、交通量調査・アンケート調査を行い
ました。また、当該路線周辺にお住まいの方々や商売をなさって
いる方々との「意見交換会」を 3 回開催し、住民の意見を把握
しながら検討してきました。 

「考える会」 ①H24.12.5／②H25.1.21／③H25.5.27 
「意見交換会」 ①H25.2.21／②H25.3.14／③H25.4.23 

基本理念 車の走りやすい道ではなく、歩行者が歩きやすい道
整備方針 できるだけ「拡幅しない方法」で工夫する 

考えられる整備案は 

共通事項として「実施できそうなこと」 
○車のスピードを抑える仕掛け（例：速度規制）  
○地区外の車への影響を最小限に（例：環状道路の信号連携） 
○路面を歩きやすく改善（例：凸凹、かまぼこ状、側溝のふた） 
○交通安全施設の設置（標識、照明等） 
その他 
○下水道工事と道路工事を同時期に（効率・騒音等影響減少） 

歩車共存道「歩行者、自転車のｻｰﾋﾞｽを優先し、自動車に対
するｻｰﾋﾞｽを限定する道路」 

現況 

整備 
イメージ 

例 

右の写真は、現
況の道路幅員は
そのままにして、
「歩車共存道」とし
て 整 備 し た 場 合
のイメージ CG で
す。 

歩行帯の幅、車
道の幅、速度制
限の 30 キロなど
は仮の設定です。
実際の幅や、一
部 拡 幅 し な け れ
ばならないところ
は、今後調整する
必要があります。 

意見交換会での意見 

県道池田中町線を考えるにあたり、枠を設け
ずに、“現状の道路幅で工夫する案”から“拡
幅する案”まで自由な発想で検討を始めました。 

第 1 回意見交換会では、「どんな道にしたい
か」をテーマに話し合い、「車が走りやすい道で
はなく、歩行者が歩きやすい道」という結果に
なりました。 

第 2 回意見交換会では、バスの通行もある
「新しい住宅地」、一番狭いところのある「古く
からの住宅地」、目貫通りとして栄えた「商業地」
の 3 つのゾーンに分け、それぞれのあり方を検
討しました。その結果、地域のコミュニティーを
維持するためにも拡幅はしない方法で工夫する
こととなりました。また、まちの賑わいのために
も景観に配慮することとなりました。 

第 3 回意見交換会では、ゾーン毎に考えられ
る整備案について検討したところ、全線において
「歩車共存道」として整備し、車を優先するた
めの道路ではなく、地区の人々が生活道路とし
て「安心して歩けること」が優先されるよう、歩
行帯をつくることで一致しました。しかし、道路
全体の幅については、現在の道路幅は変えずに
車道部を狭くするといった案と、一番狭いところ
は少し広げる案の両方となりました。 

県道 池田中町線「中町工区」の今後のあり方について、地区での意見交換会

の結果を踏まえ、以下のことを提案する。 

１．基本理念 
『都市計画道路（幹線道路）をとりやめ、生活道路として位置づける』
『車の走りやすい道ではなく、歩行者が歩きやすい道を目指す』 

２．整備方針 
『できるだけ“拡幅しない方法”で工夫する』 

３．整備の方向性 

① 全線にわたり「歩車共存道」を目指す。 

② 地域のコミュニティーを維持するため、大規模な拡幅は行わない。 

③ 地区外の抜け道利用については、環状道路の信号連携で時間的に早く
なるよう検討するとともに、迂回への協力を呼びかける。 

④ 下水道工事と施工調整を行い、コスト縮減や周辺への影響軽減を図る。

４．実施設計にむけて、地区のみなさんと共に計画づくりを行う 

平成 25 年 5 月 27 日 

県道 池田中町線を考える会 

提 案 
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